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任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
の

選
挙
が
７
月　

日
に
行
わ
れ
、
新
し

１０

い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
公
選
に
よ
る
委

員　

人
と
、
選
任
に
よ
る
委
員
３
人

３０
で
構
成
し
ま
す
。

　

改
選
後
、
初
の
総
会
で
、
会
長
に

東
純
雄
さ
ん
、
会
長
代
理
に
東
森
邦

男
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
平
成　

年
７
月

１７

　

日
か
ら
平
成　

年
７
月　

日
ま

２０

２０

１９

で
の
３
年
間
で
す
。
各
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

﹇
公
選
に
よ
る
委
員
﹈

▽
栗
本
和
克
（
玉
川
町
増
原
）

▽
浅
野
間
章
（
奥
万
田
町
）

▽
小
西
博
一
（
落
合
町
原
田
）

▽
藤
森
幹
人
（
津
川
町
八
川
）

▽
小
林
正
義
（
川
面
町
）

▽
丸
山
英
明
（
中
井
町
西
方
）

▽
鍋
島
公
也
（
巨
瀬
町
）

▽
東　

純
雄
（
松
原
町
松
岡
）

▽
渡
邉
和
民
（
高
倉
町
田
井
）

▽
三
村　

裕
（
宇
治
町
本
郷
）

▽
織
田　

勲
（
有
漢
町
有
漢
）

▽
秋
葉
正
友
（
有
漢
町
有
漢
）

▽
東
森
邦
男
（
有
漢
町
上
有
漢
）

▽
近
藤
高
男
（
有
漢
町
上
有
漢
）

▽
河
原
和
徳
（
有
漢
町
有
漢
）

▽
赤
木
孝
夫
（
成
羽
町
中
野
）

▽
黒
川
泰
之
介
（
成
羽
町
下
日
名
）

▽
山
野
上
祐
市
（
成
羽
町
小
泉
）

▽
黒
川　

昭
（
成
羽
町
下
原
）

▽
本
水
實
義
（
成
羽
町
成
羽
）

▽
高
橋
數
富
（
川
上
町
下
大
竹
）

▽
三
宅
淳
雄
（
川
上
町
上
大
竹
）

▽
藤
森
清
已
（
川
上
町
仁
賀
）

▽
橋
本
忠
之
（
川
上
町
大
原
）

▽
山
室
哲
壽
（
川
上
町
地
頭
）

▽
新
倉　

淳
（
備
中
町
布
賀
）

▽
細
川
秀
雄
（
備
中
町
西
油
野
）

▽
吉
家　

仁
（
備
中
町
西
山
）

▽
内
田
大
治
（
備
中
町
平
川
）

▽
江
草
孝
一
（
備
中
町
平
川
）

﹇
選
任
に
よ
る
委
員
﹈

▽
宮
本
一
昭
（
び
ほ
く
農
協
）

▽
丸
山
茂
紀
（
市
議
会
）

▽
田
島　

肇
（
市
議
会
）

（
敬
称
略
・
公
選
委
員
は
告
示
順
）

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事

務
局
（
�
�
０
２
２
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

「
高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
各
地
域
局
ご
と
に
設
け
ら
れ

た
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」が
実
施
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
が
、
地
域
住
民
の
た
め
に
生
か
さ
れ
、

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
に

つ
い
て
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
審
査
し
ま
す
。

高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
評
価
委
員
会

委
員
長　

藤
井
昭
平

　

（
旭
川
荘
常
務
理
事
・
倉
敷
市
中
庄
）

副
委
員
長　

平
松
壽
郎

　

（
元
産
経
新
聞
記
者
・
高
倉
町
大
瀬
八
長
）

委　
　

員　

小
田
淳
子

　

（
吉
備
国
際
大
学
教
授
・
倉
敷
市
）

委　
　

員　

生
島
裕
道

　

（
頼
久
寺
住
職
・
頼
久
寺
町
）

委　
　

員　

田
邊
典
子

　

（
陶
芸
家
・
成
羽
町
下
原
）

委　
　

員　

中
迫
貞
子

　

（
女
性
農
業
士
・
備
中
町
東
油
野
）

委　
　

員　

赤
木
洋
志

　

（
備
北
信
用
金
庫
理
事
長
・
成
羽
町
成
羽
）

委　
　

員　

井
上
善
雄

　

（
高
梁
青
年
会
議
所
理
事
長
・
下
町
）

委　
　

員　

西
井
久
泰

　

（
元
川
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
・
川
上
町
領
家
）

委　
　

員　

竹
内
譲
二

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
高
梁
支
局
長
・
総
社
市
富
原
）

 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

任
期　

自
…
平
成　

年
７
月　

日

１７

２２

　
　
　

至
…
平
成　

年
７
月　

日

１９

２１

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
地
域
振
興
係
（
�
�

０
２
５
４
）

高梁市まちづくり事業
評価委員会を設置

��������
����

　市は誘致企業と意見交換し、商

工業の育成、活性化を図ることを

目的に「高梁市誘致企業懇談会」

を７月８日高梁国際ホテルで開催

しました。

　参加したのは、市内２８社のうち

１４社の経営者等１６人。各社が会社

概要などを紹介した後、「工場の敷

地拡張に対する規制緩和を」、「学

生アルバイトが夏休みに帰省する

ので人手不足になる。人員の確保

を」、「工場排水削減に力を入れて

いる。市にも協力を」などの意見

が出されました。

　今後も開催し、意見を参考に少

しでも対応できるように取り組ん

でいくことにしています。

■問い合わせ　商工観光課商工係

（��０２２９）

７
月　

日
高
梁
総
合
文
化
会
館
で
秋
岡
市
長

２２

か
ら
各
委
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

��������	
�
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「
高
梁
市
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
外
在
住
者
で
、

市
行
政
に
理
解
と
関
心
が
あ
っ
て
、
市
政

の
振
興
発
展
に
貢
献
い
た
だ
け
る
人
の

中
か
ら
市
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
今

回
は
、
産
業
、
経
済
、
経
営
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を

有
す
る
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
東
京
全
日
空
ホ
テ
ル
で
、

次
の
６
人
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
状
を
手
渡

し
た
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
と

懇
談
し
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。

﹇
高
梁
市
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹈

�
伊
藤
謙
介
さ
ん

　

（
京
セ
ラ
㈱
取
締
役
相
談
役
）

�
大
橋
洋
治
さ
ん

　

（
全
日
本
空
輸
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

�
小
池
明
夫
さ
ん

　

（
北
海
道
旅
客
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

�
立
木
正
夫
さ
ん

　

（
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
顧
問
）

�
田
村
滋
美
さ
ん

　

（
東
京
電
力
㈱
取
締
役
会
長
）

�
橋
本　

徹
さ
ん

　

（
ド
イ
ツ
証
券
会
社
東
京
支
店
会
長
）

 

（　

音
順
）

５０

市の概要について説明する秋岡市長

�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て「
東
京
・
高
梁
市
政
懇
談
会
」を
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
（
若
干
名
）

　

▽
大
学
卒
…
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

５３

生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
４

年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
又
は
、
平
成　
１８

年
３
月　

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

３１

　

▽
短
大
・
高
校
卒
…
昭
和　

年
４
月
２
日
以

５５

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人
、
又
は
、
平
成　

年
３

１８

月　

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

３１

�
�
�
�
（
若
干
名
）
…
昭
和　

年
４
月
２
日

５３

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
免
許
取
得

者
、
又
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
免

１８

３１

許
取
得
見
込
み
の
人

�
�
�
�
（
若
干
名
）
…
昭
和　

年
４
月
２
日

５３

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
栄
養
士
免
許
取
得

者
、
又
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
免

１８

３１

許
取
得
見
込
み
の
人

�
�
�
�
（
若
干
名
）
…
昭
和　

年
４
月
２
日

５０

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
免
許
取
得

者
、
又
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
免

１８

３１

許
取
得
見
込
み
の
人

�
�
�
�
�
�
（
若
干
名
）
…
昭
和　

年
４
月

５０

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
介
護
福
祉
士

免
許
取
得
者
、
又
は
、
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

�
�
�
�
�
�
�
�
…
９
月　

日
�
、
高
梁
市

１８

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
向
町　

�
３
、
�
�
７

２１

２
４
３
）

�
�
�
�
�
�
�
…
教
養
試
験
、
作
文
、
適
性

検
査

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


◆
９
月
２
日
�
ま
で
の
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

き
、
８
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で
に
市
役
所

３０

１７

１５

総
務
課
職
員
係
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
送
に
よ

る
申
し
込
み
も
受
理
し
ま
す
が
、
８
月　

日
�

３１

の
消
印
ま
で
を
有
効
と
し
、
そ
れ
以
降
の
も
の

は
受
理
し
ま
せ
ん
。

◆
郵
送
で
申
し
込
み
の
場
合
は
、
受
験
票
を
送

付
す
る
た
め
、
あ
て
名
を
明
記
し　

円
切
手
を

８０

貼
っ
た
返
信
用
の
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
務
部
総
務
課
、
各

地
域
局
住
民
福
祉
課
総
務
係
、
国
民
健
康
保
険

成
羽
病
院
事
務
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で

交
付
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�　

〒
７
１
６
�
８

５
０
１
（
住
所
不
要
）
高
梁
市
役
所　

総
務

課
職
員
係
（
�
�
０
２
０
５
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
（
若
干
名
）
…
昭
和　

年
４
月

５３

２
日
以
降
に
出
ま
れ
た
人
で
、
幼
稚
園
教
諭

普
通
免
許
状
（
１
種
ま
た
は
２
種
）
を
有
し
、

か
つ
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
、
又
は
、

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
取
得
見
込
の

１８

３１

人
�
�
�
�
�
�
�
�
…
９
月　

日
�
、
高
梁
総

１８

合
文
化
会
館
（
原
田
北
町
１
２
１
２
、
�
�
１

０
４
０
）

�
�
�
�
�
�
�
…
専
門
試
験
、
作
文
、
美
術

実
技
、
音
楽
実
技
１
（
ピ
ア
ノ
実
技
）、
音
楽

実
技
２（
弾
き
歌
い
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


◆
受
験
の
申
し
込
み
受
付
期
限
と
手
続
き
は

市
長
部
局
と
同
様
で
す
が
、
受
付
は
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
教
職
員
係
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
・
各
分
室
、
市

役
所
総
務
部
総
務
課
、
各
地
域
局
住
民
福
祉
課

総
務
係
、
市
内
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�　

〒
７
１
６
�
０

１
１
１
高
梁
市
成
羽
町
下
原
９
６
７　

高

梁
市
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
教
職
員

係
（
�
�
９
０
８
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


